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UVSOR の BL1U において、小径のコリメータでエネルギー幅を拡大した f-LCS ガンマ線ビームを開発して

いる。UVSOR にて行った f-LCS ビーム発生実験の結果をシミュレーションと比較して報告する。 
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1. 緒言 

我々は核共鳴蛍光散乱(NRF)とUVSOR のBL1U からのレーザーコ

ンプトン（LCS）ガンマ線を用いて、同位体分布の CT イメージを取

得する手法（NRF-CT）を開発し、208Pb の 3 次元 NRF-CT イメージの

取得に世界で初めて成功した[1]。現在複数の同位体の同時検出と定量

評価を目指し、電子ビームを円偏光アンジュレータ磁場により旋回さ

せることで、小径のコリメータでもエネルギー幅を拡大させるととも

に、エネルギー分布の空間依存性を無くす f-LCS ガンマ線の発生（図

１）について研究を進めている。 

2. f-LCS ガンマ線発生原理 

図２のように原理実証実験を UVSOR の BL1U にて行った。測定は

コリメータ後に大型の Ge 検出器を置いて測定した。図３に円偏光ア

ンジュレータの K 値を変えて測定した f-LCS のエネルギースペクト

ルを示す。これから、K 値を大きくするとガンマ線のエネルギー広が

りが大きくなり、また、波高値のピークが低エネルギー側にシフトし

ている事が確かめられた。図４には EGS5 にて検出器応答を取り入れ

たシミュレーション結果を示す。 

3. 結論 

f-LCS ガンマ線の発生実験を行い、エネルギースペクトルを測定し、

シミュレーション結果と良い一致を得た。これより f-LCS ガンマ線の

発生が可能であることが確かめられた。 
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図１ f-LCS ガンマ線発生スキーム 

 

図２ UVSOR での f-LCS 発生配置 

図３f-LCS のエネルギースペクトル

の実測値 

 
図４ f-LCS のエネルギースペクトル

（EGS5 シミュレーション） 
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